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項番  ページ 箇所  誤  正  

1 47 解説表 6  

公称電圧

kV 
相間開閉インパルス耐電圧値 kV 

標準値 (1) 低減値 (2) 

 66  400 350 
 77  450 400 
110  650 550 
154  850 800 
187  750 －  
220  850 －  
275 1050 －  
500 1550 －  

注 (1) 表1の低減した試験電圧値を採用しているGISには

適用できない。  
(2) 低減値は，高性能避雷器が適用された66～154kV系

統のGISに適用できる。  
備考1. 公称電圧187kV以上は，有効接地系統を対象として

いる｡ 
2. 母線側機器の重要性を鑑み，母線側に設置したGIS

についても解説表6を採用してもよい。  
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2 48 解説表 7  

公称電圧

kV 
相間開閉インパルス耐電圧値 kV 

標準値 (1) 低減値 (2) 
 66  450 解説表6の低減し

た相間開閉  
インパルス耐電

圧値の1.25倍 (3) 

 77  550 
110  750 
154 1050 
187  950 －  
220 1050 －  
275 1300 －  
500 2100 －  

注 (1) 表1の低減した試験電圧値を採用しているGISには

適用できない。  
(2) 低減値は，高性能避雷器を適用したGISに採用でき

る。  
(3) 低減値を計算する際の端数処理は，JEC-0202-1994

（インパルス電圧・電流試験一般）記載の標準イ

ンパルス電圧波高値の裕度に準ずる。  
備考1. 公称電圧187kV以上は，有効接地系統を対象として

いる｡ 
2. 母線側機器の重要性を鑑み，母線側に設置した GIS

についても解説表７を採用してもよい。  
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